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第 1 章 研究開発の概要 

1．研究開発の背景・研究目的及び目標 

A) 研究開発の背景 

平成 26 年版高齢社会白書（内閣府）によれば、高齢者人口、高齢化率ともに過去最高とな

っており、医療・介護用サポーターやコルセットの需要は今後も増加することが予想される。

医療・介護用サポーターやコルセットは、オーダーメイドで製作し、一般市場で販売される

もの（5,000 円～10,000 円程度）と比較して約 2 倍以上と高価であり、利用者の経済的負担

は大きい。 

これらの製品に持続的な抗菌性（高機能化）を付加することは、衛生的だけでなく、製品

の劣化を防止し使用期間を延長できるためコストパフォーマンスが飛躍的に向上し、利用者

の満足を得ることができる。 

本事業では、「再生リチャージ可能な新規抗菌剤（後述）」の基盤技術を高度化し、医療・

福祉分野への応用（抗菌サポーター、抗菌コルセット、抗菌疲労軽減ウェア等）を目指した

「再生リチャージ可能な抗菌繊維」を開発する。繊維の抗菌加工に使用される抗菌剤には、

有機系抗菌剤（市場規模約 240 億円／年）と無機系抗菌剤（市場規模約 45 億円／年）があり、

それぞれに長所・短所がある。本研究で使用する新規抗菌剤は、効果を再生リチャージしな

がら持続的に使用できるところが、従来の抗菌剤にはない機能である（右表）。   

近年、安全性・衛生性意識の高まりにより抗菌加工製品の市場は約 8,000 億円／年へと拡

大し、そのうち繊維製

品は 4,000 億円／年と

極めて高い比率を占め、

本計画が目指す医療・

福祉分野の繊維製品市

場は約 1,100 億円／年

である。本事業実施体

制の得意分野である医

療・福祉分野での繊維

製品への活用で、事業

性を高めることを目指

す。 

 

B) 研究目的及び目標 

医療・福祉分野で使用するサポーターやコルセットは、使用が長期間に亘る場合が多く、

汗や汚れから発生する悪臭、皮膚感染（皮膚炎）とそれに起因するアナフィラキシーショッ

クといった課題を有している。 

そこで、サポーターやコルセットの「抗菌性（高機能性）」ならびに「効果の持続性（高信

頼性）」を担保するために、「再生リチャージ可能な抗菌繊維」の製法技術確立を目的に検討

を行い、抗菌剤の微粉砕技術及びこれを使用する繊維製品を得る事を目標とした。 
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C) 本事業遂行に必要な保有基盤技術の状況 

代表的な無機系抗菌剤には「銀ゼオライト」があり、様々な産業分野に応用されている。

しかしながら、「銀ゼオライト」は、銀イオンを放出することにより抗菌効果を発現するため、

以下の課題がある。 

[1] 塩化銀が生成される環境下では抗菌効果が急速に失われる 

[2] 水中で銀イオンが放出されやすく、抗菌効果の持続性が大幅に低下する 

[3] 添加した材料を変色（黒褐色）させる 

[4] 銀に対する金属アレルギーを有した顧客へは使用できない 

そこで、我々が新たに開発し、事業化を進めている無機系の新規抗菌剤「塩化セチルピリジ

ニウム（Cetylpyridinium Chloride；CPC）担持モンモリロナイト」を、これらの課題を改善

する新技術として提案する。 

本抗菌剤の特徴（下図）は、以下の通りである。 

[1] CPC 担持モンモリロナイトから CPC 分子を放出し菌を死滅させる 

[2] 殺菌に必要な量の CPC 分子がゆっくりと放出されるため、抗菌効果の持続性に優

れる 

[3] CPC 分子の放出によって抗菌効果が失活したモンモリロナイトは、CPC 分子を含

有する抗菌効果再生液で処理することで CPC 分子を再度取り込み（再生リチャー

ジ）でき、抗菌活性が回復する 

[4] 添加した材料を変色させない 

[5] CPC（黄色ブドウ球菌、溶血レンサ球菌、真菌、う蝕・歯周病菌に対して効果を

有する）は医薬品・化粧品などの分野で広く応用されており、その安全性は確認

されている 

以上の特徴の中でも、[3]の「再生

リチャージ機能」は、市販抗菌剤で

は皆無であり、まさに本抗菌剤の最

大の特徴であるため、当初はこの機

能を活用して川下企業の状況を熟知

しているサポーターやコルセットに

おける課題を解決し、その後は、そ

の他の抗菌市場に拡大展開する。な

お、本抗菌剤の歯科材料への応用に

ついて、平成 27 年 2 月 27 日に特許

出願した（特願 2015-038324「歯科

用組成物の抗菌活性回復方法」）。 

 

D) 本計画を進めようとする領域は得意分野（川下まで見通し易い分野） 

本計画を中心的に推進する「メディカルクラフトン株式会社」は、サポーターやコルセッ

ト業界で確固たる地位を築いているダイヤ工業の子会社として、また、国の「日本再興戦略」
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に基づき設立された国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）第 1 号のベンチャー

企業として、医療機器の研究開発を業務に平成 27 年 4 月 1 日に設立した。したがって、ダイ

ヤ工業が熟知しているサポーター市場（約 200 億円）も含め、さらに、単価ベースの高い医

療・福祉分野において、寝たきり高齢者の床ずれ防止や医療従事者を含めた施設内・院内感

染防止に向けたリネンや衛生衣料等の繊維製品全般への事業展開が可能である。 

 

E) 川下製造業者等の特有の課題及びニーズ 

ア．医療・福祉機器における高機能性・高信頼性の実現 

整形外科、接骨院等医療分野および介護福祉分野で使用するサポーターやコルセット

は使用が長期間に亘る場合が多く、汗や汚れから発生する悪臭や皮膚感染（皮膚炎）、さ

らには細菌毒素が皮膚を経由して侵入しアナフィラキシーショックのような重篤な症状

を引き起こすといった課題を有している。 

上記の課題に対し最近では、繊維上の菌の増殖を抑制することでこれらの課題を解決

しようと、繊維に抗菌防臭加工や制菌加工が施されている。抗菌・制菌加工では、抗菌

効果を発現させるために持続性に優れた無機系抗菌剤を用いること多いが、発汗と洗濯

の繰り返しに伴い抗菌成分が容易に溶出してしまうため、抗菌効果を長期間維持するこ

とは難しく、顧客の満足度は必ずしも向上していない。 

そこで、サポーターやコルセットの「抗菌性（高機能性）」ならびに「効果の持続性（高

信頼性）」を担保するために、「抗菌効果を繰り返し回復（再生 リチャージ）できる抗

菌繊維」を開発する。この開発により、ユーザー（患者、要介護者）は、「再生リチャー

ジ可能な抗菌繊維」で縫製したサポーター等を「抗菌効果再生液」を用いて自ら定期的

に洗濯することで、常に抗菌活性が維持された状態で使用でき、悪臭、皮膚感染、細菌

毒素の侵入に伴うアナフィラキシーショックのリスクを大幅に低減できる。 

 

F) 再生リチャージ可能な抗菌繊維の開発課題 

「再生リチャージ可能な新規抗菌剤」を繊維へ添加する場合、抗菌剤を超微粒子に粉砕加

工する技術と粉砕加工後の超微粒子の回収と分散性の確保といった難しい課題を解決すると

ともに、最適形状加工された抗菌剤が適正に抗菌効果を発現する必要がある。 

また、ユーザー（患者、要介護者）が、「再生リチャージ可能な抗菌繊維」で縫製したサポ

ーター等を自ら定期的に洗濯することで常に抗菌活性が維持された状態で使用するために、

コストパフォーマンスを考慮し簡便に使用できる「抗菌効果再生液」の開発課題がある。 

  



6 

 

2． 研究体制 

1） 担当局  中国経済産業局 

2） 事業管理機関  公益財団法人ちゅうごく産業創造センター 

3） 研究等実施機関 

メディカルクラフトン株式会社 

国立大学法人 広島大学 

国立大学法人 岡山大学 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所四国センター 

グンゼ株式会社 

4） 研究総括＆副総括 

総括研究代表者（PL）：メディカルクラフトン株式会社 石井 正雄 

副総括研究代表者（SL）：国立大学法人 広島大学 阿部 泰彦 
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3．成果概要 

A) H27 年度（H27/10～H28/6）実施計画と達成状況 

実施計画及び目標 

（数値、内容） 

実施結果と達成状況 達成率

（％） 

【基礎技術全般習得】 

産総研、岡大、広大の

抗菌剤作製基盤技術を

MC 社への技術移転及

びスケールアップ技術

の確立 

左記各機関から技術習得を行い、抗菌剤作製基盤

技術は習得できた。 

100 

【1－1】抗菌剤の超微

粒子加工技術の確立 

MC 社は抗菌剤製造ス

ケールアップ技術の確

立と抗菌剤の超微粉細

技術の開発（平均粒径

0.6～2.5 μm の微粉細

抗菌剤） 

平均粒径 1.7 μm 抗菌剤を得ており、目標を達成

した。 

100 

【1－2】加工抗菌剤の

抗菌効果の検証 

MC 社と産総研で微粉

砕加工した抗菌剤につ

いて、岡大で抗菌試験

を行い、広大でデータ

の分析・評価を実施 

① グンゼにて微粉砕抗菌剤を溶融紡糸にて練

りこんだ繊維について、岡大にて抗菌性を評

価した。 

② 微粉砕抗菌剤を繊維表面に接着する技術で

表面処理した繊維について、岡大にて抗菌性

を評価した。 

③ 微粉砕抗菌剤を水分散させ、これを繊維に接

着する技術で得られた繊維について、岡大及

び外部機関で抗菌性を評価した。 

④ 上記①～③について、広大でデータの分析・

評価を実施した。 

100 

 

B) H28 年度実施計画と達成状況 

実施計画及び目標 

（数値、内容） 

実施結果と達成状況 達成率

（％） 

【2‐1】再生ﾘﾁｬｰｼﾞ可能

な加工抗菌剤の形状範囲

決定 

H27 年度に目標としていた微粉砕加工技術確立し、こ

の抗菌剤の抗菌性を評価した。 

100 
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【2－2＆3】洗濯による加

工抗菌剤の抗菌効果失活

とﾘﾁｬｰｼﾞ挙動の検証（洗

濯 30 回後の挙動精査） 

① 産総研、岡大、広大と本項目作業を実施し、抗菌

剤単独で 30 回洗濯処理においても抗菌効果が持

続されることを確認した。 

② CPC 放出抗菌剤を、濃度 0.4％以上の CPC 水溶液

中に 24 時間浸漬することでリチャージが可能で

あることを確認した。 

100 

【3－1＆2】抗菌剤の安全

性の検証と SIAA マーク

取得及び加速試験により

抗菌剤の 2 年間の保証期

間の担保 

① 抗菌剤を適切な条件で洗浄したことにより、SIAA

基準の安全性試験に合格した。 

② 産総研で 4 年間保管している抗菌剤の評価並びに

耐久性加速試験により、2 年間の保証期間は担保

できることを確認した。 

③ SIAA マーク取得申請のためのデータを準備した。 

100 

 

C) H29 年度実施計画と達成状況 

実施計画及び目標 

（数値、内容） 

実施結果と達成状況 達成率

（％） 

【3‐2】抗菌性の品質

安定性の確認（提案書

目標：2 年間の安定性

保証期間担保） 

H28 年度～H29 年度 5 月まで試験を実施し、目標

を達成（4 年間でも OK との結果）した。 

100 

【4－1＆2】抗菌繊維

の強度の検証／抗菌

繊維の抗菌性の検証 

抗菌剤ｺｰﾃｨﾝｸﾞ法で得

られる抗菌糸を試作

し、以下の評価を実施 

① 糸あるいは布へ

の抗菌剤接着技

術の確立 

② 耐洗濯性、耐摩耗

性の評価 

③ 抗菌糸あるいは

抗菌布を使用し

ての商品設計 

① MC 社作製の抗菌剤分散液を使用して、グン

ゼにて抗菌糸試作を 2 回実施し、技術を確立

した。 

② 耐洗濯性に関するデータを取得した。耐摩耗

性に関しては、組紐の製造工程で問題なく、

試着試験においても抗菌剤の脱落は認めらな

かった。 

③ 抗菌組紐を 2 回試作し、ダイヤ工業製品（ﾌｨ

ﾝｶﾞｰﾄﾗｯﾌﾟ）への応用を検討した。 

100 
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【5】その他事項 

① 特許出願 

② 試作品製作と評

価 

① 2 月末に特許出願した（出願番号：特願 2018

－031383、提出日平 30．2．23）。 

② ﾌｨﾝｶﾞｰﾄﾗｯﾌﾟを手始めに、ダイヤ工業製品への

拡大を企図している。 

100 

 

 

4．当該研究開発の連絡窓口 

     総括研究代表者（PL） 

      メディカルクラフトン株式会社 

最高技術責任者 石井 正雄（イシイ マサオ） 

      TEL：０８６－２８２－１７７０ 

      FAX：０８６－２８２－１２４６ 

      E-mail:m.ishii@medicalcrafton.jp 

 

     副総括研究代表者（SL） 

国立大学法人広島大学 大学院医歯薬保健学研究科 医歯薬学専攻 歯学講座 

先端歯科補綴学研究室 

准教授 阿部 泰彦（アベ ヤスヒコ） 

      TEL：０８２－２５７－５６７７ 

      FAX：０８２－２５７－５６７９ 

      E-mail:abey@hiroshima-u.ac.jp 
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第 2 章 本論 

1．H27 年度（H27/10～H28/6）実施計画と達成状況 

【1．繊維への添加を目的とした抗菌剤の最適形状加工技術の開発】 

抗菌剤の最適形状加工技術の開発において、抗菌剤を超微粒子に粉砕加工する技術と粉

砕加工後の超微粒子の回収と分散性の確保といった難しい課題を解決するとともに、最適

形状加工された抗菌剤が適正に抗菌効果を発現する必要がある。 

【1－1】抗菌剤の超微粒子粉砕加工技術の確立（期間 H27/10～H28/6） 

一般的な繊維（太さ 10～20 μm）への添加および再生リチャージが可能となるよう、抗

菌剤の形状（50~100 μm）を超微粒子へと粉砕加工する技術を開発する。 

［成果達成状況］ 

各種装置にて粉砕加工技術を検討し、CPC 担時モンモリロナイト抗菌剤の目標とする粉

砕加工オーダーは、平均粒径 0.6～2.5 μm であったが、平均粒径 1.7 μm を得て目標を達成

した。また、CPC 担持モンモリロナイト製造全体工程の条件確立できた。 
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【1－2】加工抗菌剤の抗菌効果の検証（期間 H28/1～H28/9） 

上記微粉細加工した抗菌剤の抗菌性を担保する。 

［成果達成状況］ 

（条件 1）CPC 担持モンモリロナイトを超微粒子粉砕加工した場合 

（条件 2）モンモリロナイトを超微粒子粉砕加工した後に CPC を担持させた場合 

以上の 2 条件について、抗菌効果を細菌・真菌の最小発育阻止濃度 800 μg/ml 以下を

基準（国際規格 ISO22196 で承認）として判定し、微粉細抗菌剤での抗菌効果を確認し

た。 
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2．H28 年度実施計画と達成状況 

【2．抗菌効果再生液の開発】 

【2－1】再生リチャージ可能な加工抗菌剤の形状範囲の決定（期間 H28/4～H28/12） 

CPC 分子の再生リチャージ機能について、【1－2】と同様に抗菌効果の発現を検証し、

再生リチャージ機能が適正に働く形状範囲を決定する。 

［成果達成状況］ 

微粉細レベルの異なる CPC 担時モンモリロナイト抗菌剤の抗菌性を評価し、いずれも必

要な抗菌性が発現する事を確認した。（上記結果） 

 

【2－2】洗濯による加工抗菌剤の抗菌効果の失活の検証（期間 H28/7～H28/12） 

「中性洗剤による洗濯＋水洗」操作（設定水温 5、15、40℃の 3 条件）の繰り返しから、

加工抗菌剤からの CPC 分子の放出による抗菌効果の失活傾向を【1－2】と同様に抗菌効果

の発現から検証し、抗菌効果が完全に失活するまでの洗濯回数を決定する。 

目標値は、洗濯回数 30 回で 1 回 CPC 分子を再生リチャージすることを目指す。 

［成果達成状況］ 

CPC 担時モンモロロナイト抗菌剤単独で上記条件で 30 回洗濯処理を行い、放出量が最

も大きい 40℃でも CPC 放出量は 58％で、更に数十回の洗濯処理を行っても抗菌効果の発

現を確認した。 
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【2－3】抗菌効果再生液における CPC 分子の最適濃度と浸漬時間の決定 

（期間 H28/7～H28/12） 

【2－1】および【2－2】の結果を基に、抗菌効果再生液に含有させる CPC 分子について

濃度（検証範囲 5～30％）と浸漬時間（検証範囲 1～8 時間）を各々設定、再生リチャージ

後の抗菌剤について【1－2】と同様に抗菌効果の発現を検証し、CPC 分子の最適濃度と浸

漬時間を明らかにする。 

［成果達成状況］ 

洗濯処理後の抗菌剤を 0.4％濃度以上の CPC 水溶液に 24 時間浸漬すれば、CPC が 60％

リチャージされることを確認した。 
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【3．抗菌剤の安全性および品質安定性の確認】 

【3－1】抗菌剤の安全性の検証と SIAA マーク取得（期間 H28/10～H29/3） 

経済産業省が提案する「抗菌加工製品ガイドライン」に則った抗菌製品技術協議会

（SIAA：Society of Industrial-Technology for Antimicrobial Articles）の安全性に関する

以下の必須試験項目（①急性経口毒性、②皮膚一次刺激性、③変異原性、④皮膚感作性）

に適合するかを検証し、安全性を確認する。本抗菌剤をもって、SIAA へ入会し、SIAA マ

ーク取得を目指し、市場への投入を可能とする。 

① 急性経口毒性：試験物質を餌に混ぜ、1 回もしくは短時間に反復して数回マウスへ

投与し、その際に現れる症状及び体重変化、病理学的変化などを調べ試験物質の毒

性についての質的・量的な特性を判定する。 

② 皮膚一次刺激性：ウサギの背部を剪毛、健常皮膚を注射針で真皮を傷つけない程度

に井桁状に傷つけ、抗菌剤 0.5g を 24 時間貼付した後、皮膚刺激係数 PII 値で判定

する。目標値は 0（陰性）。 

③ 変異原性：抗菌剤が細胞の DNA に対して傷害作用による突然変異を起こすかどうか

を確認するエイムス（Ames）テスト法を用いて判定する。目標は陰性。 

④ 皮膚感作性：モルモットの頸部背側の剪毛部位を 3 部位に分け抗菌剤を皮内投与、1

週間後に再度抗菌剤を皮内投与して、紅斑や浮腫の有無を観察して評価する

Maximization 法を用いて判定する。目標は陰性。 
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［成果達成状況］ 

抗菌剤が皮膚刺激性を示さないレベルまで洗浄処理した抗菌剤を使用して、SIAA が定

める安全性 4 試験を実施し、いずれの項目も目標を達成した。 
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   【3－2】抗菌剤の品質安定性の検証（期間 H28/10～H29/6） 

抗菌効果の発現について 2 年間の保証期間を担保できるかを、加速度試験（温度 40℃

±2℃、湿度 75％RH±5％で最短保存期間 6 ヶ月）により、加工後と比較検証し、その結

果をフィードバックしながら抗菌剤の加工技術を確立する。 

［成果達成状況］ 

本抗菌剤と同じ組成の抗菌剤を 4 年前に産総研で作製しており、各種物性及び抗菌性

を評価して変化が無い事を確認できた。加えて 60℃での耐久性加速試験を行い、6 ヶ月

でも変化を生じていない事が確認できた。したがって、本抗菌剤の耐久性目標の 2 年間

を達成した。 
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3．H29 年度実施計画と達成状況 

【4．抗菌繊維の開発】 

【4－1】抗菌繊維の強度の検証（期間 H29/1～H30/3） 

繊維に添加する抗菌剤の表面処理（例：シランカップリング処理）は、繊維基材への化

学的結合を向上させるが、CPC 分子の放出や再生リチャージ機能を阻害し、抗菌効果の発

現を不安定にさせる可能性があるため、表面処理後の抗菌効果の発現を検証後、繊維へ添

加する。抗菌繊維の引張強力・伸度が担保できるかを、繊維の引張強度試験により、繊維

本来の引張強力・伸度の数値を目標として、抗菌剤の繊維への 5～10％の添加量から適正

な範囲を決定する。目標とすべき各種繊維の本来の引張強力・伸度を下表に示す。 

 

繊維の断面は、円形でないため、直径で太さを表せない。そのため、「長さ」と「質量」

の 関係でその太さを表し、その表示方法の 1 つとして、長さを基準とした「恒長式表示法」

があり、1 dtex（デシテックス）は、長さ 10,000 m で 1 g の重さのものを表す。 

【4－2】抗菌繊維の抗菌性の検証（期間 H29/7～H30/3） 

抗菌繊維について、【1－2】と同様に抗菌効果の発現を検証し、抗菌効果の発現傾向を   

確認する。 

 

［【4－1】及び【4－2】の成果達成状況］ 

微粉細した抗菌剤を使用し溶融紡糸法にて抗菌糸を得る事を検討したが（H27、28 年 

度）、抗菌剤の含有量を増加できないためこの方法は断念した。これに替わる技術として、微

粉細抗菌剤とエマルジョン型接着剤を混合した分散液中にディップする方法を検討し、抗菌効

果と繊維強度が両立可能な条件を検討した。この方法で得た抗菌糸は強度も保持でき、抗菌

効果の発現も確認できた。現在、ダイヤ工業製製品に組み込んだ状態での商品化を進めてい

る。 
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4．特許関連事項 

本事業で集積した技術について、「長期抗菌維持効果を有する繊維複合抗菌素材、及びその製造方

法（出願番号：特願 2018－31383）」を H30 年 2 月 23 日に特許出願した。 

以下に本特許の要約を示す。 

【課題】 

含まれる抗菌成分が徐々に放出される徐放作用により、安全で高い抗菌効果が長期にわたっ

て維持できる抗菌素材、及び、抗菌剤濃度の調節が容易であるとともに、抗菌性を付与するた

めの加工工程を簡略化して効率のよい製造を可能とする製造方法を提供する。 

【解決手段】 

抗菌素材である抗菌糸、抗菌布又は抗菌フィルムを単独で又は他の糸もしくは布等と複合化

して繊維複合抗菌製品とすることができる抗菌素材の製造方法であって、第四級アンモニウム

塩化合物をモンモリロナイトに担持させた抗菌剤と、ノニオン系又はカチオン系親水性樹脂を

含む接着性エマルジョンとの抗菌化処理液を準備する抗菌化処理液準備工程と、その抗菌化処

理液と抗菌化させたい糸又は布とを接触させた後に乾燥した抗菌糸又は抗菌布や、抗菌化処理

液を流延させた後に乾燥した抗菌フィルムを得る抗菌素材形成工程とを有する方法により上記

課題を解決する。 

 

5．その他の事項 

本事業の初期提案書では、本事業で使用する抗菌剤（CPC 担持モンモリロナイト）を広範囲用途

に展開し、より優位性を高めることを想定していた。提案書に記載していた事項の現状を下表に示

した。 

 

H27 年度提案書記載事項 現状の取組み 

Ⅰ．抗菌剤の医療・介護福祉分野への展開 

① 滅菌環境で使用する医療用カテーテルチ

ューブの開発 

② 高い衛生環境で使用する抗菌性プラスチ

ック製品の開発 

 

左記記載内容に近い技術を検討し、抗菌

剤とポリマーとからなる抗菌フィルムを開

発した。この抗菌フィルムをサポーターに

複合化し、抗菌効果の発現を確認できた。 

Ⅱ．抗菌剤の歯科医療分野への展開 

① 在宅歯科医療における口腔感染症や誤嚥

性肺炎の予防機能を有した抗菌性粘膜調

整材の開発・事業化（平成 27 年度医工連

携事業化推進事業；国内市場規模は約 14

億円へ拡大） 

② 各種歯科装置を歯に接着させる抗菌性歯

科用接着材料の開発（サンメディカル株

式会社が計画中） 

 

 

① PMDA 相談結果を基に、H30 年 4 月

上旬に抗菌性粘膜調整材の承認申請を

行い、2018 年度中に商品化する目途を

得た。 

 

② 基本技術は確立できている。 
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今後、本事業で得られた技術を活用して拡大展開する予定であるが、その構想する市場を下図に

示した。 
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第 3 章 全体総括 

1．H27～29 年度の研究開発成果 

本事業運営期間中の研究開発成果については第 1 章及び第 2 章に詳述した。これらの結果より、

本事業が目指した目標は到達できた。 

 

2．研究開発後の課題・事業化展開 

A）メディカルクラフトン株式会社での事業展開 

国内におけるサポーター市場は約 200 億円とされ、単価ベースの高い医療・福祉分野における、

寝たきり高齢者の床ずれ防止や医療従事者を含めた施設内・院内感染防止に向けたリネンや衛生

衣料等の繊維製品全般へ応用が可能となれば、さらなる経済的波及効果は拡大すると考える。 

この拡大展開は当社の親会社であるダイヤ工業株式会社と共同で進める。具体的展開構想は以 

下の通りである。 

現在ダイヤ工業株式会社と竹中工務店が共同開発した建設作業員のための「疲労軽減ウェア（職

人ダーウィン）」（下写真）は、平成 26 年冬より販売（上下セットで税別 21,000 円）されている。

過酷な環境下での作業で汗や汚れから発生する悪臭対策が必要であり、今後、抗菌糸を使用する

ことで、問題が改善され、さらなる販売促進効果が見込まれる。平成 26 年度は 1000 着販売した

実績があり、H27 年度 3000 着、H28 年度 5000 着、H29 年度 10,000 着、H30 年度 20,000 着 H31

年度 40,000 着を計画しており、これらの計画の一部に「抗

菌加工疲労軽減ウェア」の投入を考えている。さらに今後

は、国内 266 万人の潜在顧客に加えて、関連する川下企業

のネットワークを活かすことで、世界の現場にも波及させ

る予定である。 

 本事業で得た抗菌繊維を使用する事で、従来の抗菌繊維

では高い衛生環境と感染予防を要求される医療・福祉分野

では、必ずしも十分な成果をあげていない。本製品は殺菌

効果に準じた持続的な抗菌効果を発現することが可能であ

り、さらに、長期に亘る使用では、抗菌効果再生液（CPC

分子含有）の使用により抗菌性を再生リチャージできる抗

菌繊維である特長が期待できるため、これを活用する。 
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B）川下企業での事業展開 

右図のように「基糸」と「再生リチャージ

可能な抗菌繊維」を紡績した「抗菌糸」を組

み合わせて縫製する技術（カバーリング技術）

を用いて、以下の事業化スケジュールを立て

る。 

第一段階：ダイヤ工業株式会社が販売する

「疲労軽減ウェア（職人ダーウィン）」は、建

設業界でのニーズが高く、抗菌糸を使用した

製品開発により更に販売拡大が期待でき、受

託生産を予定している。 

第二段階：社内に繊維資材事業部が有り、ミシン糸や機能糸を販売している。この事業部を

通じて広くアパレル以外の分野にも抗菌糸の販売を図る。 

第三段階：更に抗菌糸を使用した繊維製品を、社内メディカル事業部を通じて医療現場など

の高付加価値分野に拡販する。 

これらの段階を踏むことで、H34 年度の売上高は 4 億円を目指す。 

また、国内における抗菌加工下着市場は約 900 億円とされ、単価ベースの高い医療・福祉分

野における要介護高齢者向けの衛生衣料等のメディカルアパレル維製品全般へ応用が可能とな

れば、さらなる経済的波及効果は拡大すると考える。 


